






 

 遺伝性疾患者の両親の近親婚を調査することによって,その疾患の遺伝様式

の判定や,集団中の劣性遺伝子の頻度を推定するのに役立つ。 

 日本人集団における近親婚調査については多数の報告があり,以前は,いとこ

結婚率は 6～7%と推定されていたが,最近の調査では著しく減少し 1～2%と推定

されている。しかし,地域,職業などによって著しく異なることも事実である。 

 本研究グループは遺伝性疾患を対象に家系調査を行ったので,疾患別,両親の

組合せ別(正常×正常,正常×異常)に近交系数(f)と,いとこ結婚の頻度(c)を示

すと下記の如くである。 


